
【資料１】 

適しおサポーターについて 

 

（１）登録状況 （令和７年４月～10月） 

No 登録日 施設・店舗情報 施設店舗詳細 施設・店舗名称

1 4月15日 飲食店 一般食堂 家庭の味　クリア

2 4月21日 飲食店 居酒屋・バー 鶏料理　鳥安

3 5月26日 医療・福祉施設 医療機関 御山内科クリニック

4 5月30日 医療・福祉施設 医療機関 奥野胃腸科内科医院

5 5月30日 医療・福祉施設 医療機関 くどう内科・糖尿病クリニック

6 7月11日 医療・福祉施設 医療機関 この花内科クリニック

7 7月11日 医療・福祉施設 医療機関 ふくしま木もれ日クリニック

8 7月11日 事業所等 印刷会社 株式会社日進堂印刷所

9 9月7日 事業所等 その他
東北電力Eライフ・パートナーズ株式会社
コンサル事業部　福島営業所

10 9月11日 医療・福祉施設 医療機関
公益財団法人 福島県労働保健センター
ふくしま健診プラザ  

 

総数 1１0団体 １５６施設（令和７年１０月末現在） 

施設・店舗情報 施設数

飲食店 28

小売店（スーパー等） 56

事業所等 4

医療・福祉関係（病院、薬局、福祉施設等） 59

その他（マスメディア、食に関する団体等） 9

156
 

 

（２）『連携』や『初』の取り組み 

  ①福島市 × 福島市食生活改善推進員協議会（ヘルスメイト） × コープふくしま   

８月２６日（火） 

市民センターイベント 

「GO！GO！健康体験DAY‼ ～ たのしく健脚・おいしく適しお ～」   

      ○福島市食生活改善推進員協議会（ヘルスメイト）…適しおみそ汁の試飲 

      ○コープふくしま…減塩商品の紹介・試食 

 

 



②株式会社福島リビング新聞社 × コープふくしま    

      ○福島リビング新聞社…福島リビング新聞９月５日号に 「塩分をチェックして

健康的なくらしを」掲載 

      ○コープふくしま…「塩分チェックシートの結果・あなたの減塩宣言」応募者へ

の減塩商品プレゼント協力 

 

     ③株式会社福島リビング新聞社 

      福島リビング新聞１１月１日号に 「LIVING減塩プロジェクト みんなでおい 

しく健康に！」掲載 

 

④福島第一病院 × 株式会社 ハシドラッグ    

      ９月２６日（金） 

○福島第一病院・厚生会クリニック…第３０回 健康フォーラム ～シ。塩と心臓

について～開催 

○株式会社 ハシドラッグ…健康測定、減塩商品の試食など健康ブースで協賛 

 

  ⑤東北電力 Eライフ・パートナーズ   

     ９月３０日（火） ・ １０月２１日（火） 

適しおレシピを作って、食べる体験会 

『市民センターで「適しおレシピ」を作って食べよう！』を開催 

 

  ⑥NOK株式会社 福島事業場   

１１月初旬放送（民間４局） 

テレビ市政だより「職場で取り組む健康づくり」 で社内の「適しお」の取り組み 

を紹介 

 

⑦福島第三小学校 × かぼちゃのたね  

     ７月下旬～ 

    ○福島第三小学校…総合的な学習の時間で「適しお」を学ぶ 

    ○かぼちゃのたね…適しおサポーターとしての思いや取り組みなどを授業で講話 

                  



塩分チェックシートの活用について 

福島市の取り組み（中間報告） 

（１）調査目的 

令和６年度 LINE を活用したアンケート調査「適しお（減塩）に関する意識調査」の結果

より、減塩を実践できない・しない理由として「普段の食事でどのくらいの食塩を摂って

いるのか分からない」と回答した方が一番多かったことから、「塩分チェックシート」を活

用し、自分の食習慣の振り返りをしていただくとともに、市民の現状を把握する。 

 

(２)調査概要 

集計対象期間：令和７年４月 1日～１０月３１日まで回収分 

チェックシート提出件数：４５２件 

対象者：市内各地区で行われた健康教育・敬老会などの参加者 

 

(３) 男女構成割合                      

 

 

 

 

 

  

 

 

(４) 年齢構成割合   

  

 

 

 

 

項目 人数(人) 割合(％) 

男性 １３３ 29.4 

女性 301 66.6 

不明 18 4.0 

項目 人数(人) 割合(％) 

10歳未満 ４ 0.9 

10代 ６ 1.3 

20代 ６ 1.3 

30代 １９ 4.2 

40代 ２９ 6.4 

50代 ２０ 4.4 

60代 ７７ 17.0 

70代 １５７ 34.7 

80代 １０９ 24.1 

90代 ２ 0.4 

不明 ２３ 5.1 

29.4

%

66.6

%

4.0% 表1 男女構成割合

男性
女性
不明

塩分チェックシートに回答した方の７割弱は女性、約 3割は男性でした。 

0.9%

1.3% 1.3%

4.2%

6.4%

4.4%

17.0%

34.7%

24.1%

0.4%

5.1%
表２ 年齢構成割合

１０歳未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

塩分チェックシートに回答した方の７割強が 50 代～80 代が占めたものの、10 歳未満～90 代

までの幅広い世代から回答いただきました。 
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(５)質問項目の結果割合 

 
※質問項目の③④⑤⑦は選択肢に３点なし。項目⑬は選択肢に２点なし。 

※点数が高いほど塩分摂取の機会が多い。 

 

 

 

  

(６)塩分チェックシートの結果割合 
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26.2%

11.3%

5.1%

23.6%

29.0%

23.1%

28.3%

12.9%

17.1%

9.2%

41.2%

50.2%

63.1%

43.2%

35.3%

37.8%

44.3%

36.9%

57.9%

49.4%

39.0%

43.8%

17.9%

14.5%

29.8%

64.7%

42.8%

53.3%

30.7%

12.5%

40.0%

10.6%

37.6%

43.9%

47.0%

17.1%

14.9%

⑬食事の量は多いと思いますか？

⑫家庭の味付けは外食と比べていかがですか？

⑪夕食で外食やお惣菜などを利用しますか？

⑩昼食で外食やコンビニ弁当などを利用しますか？

⑨うどん、ラーメンの汁を飲みますか？

⑧しょうゆやソースをかける頻度は？

⑦せんべい、おかき、ポテトチップス等

⑥うどん、ラーメン等の麺類

⑤ハムやソーセージ

④あじの開き、みりん干し、塩鮭など

③ちくわ、かまぼこなどの練り製品

②つけ物、梅干し等

①みそ汁、スープ

表３ 質問項目の結果割合

３点 ２点 １点 ０点

 
人数(人) 割合(％) 

少なめ(0～8点) 35 13.7 

平均的(9～13点) 110 43.0 

多い(14～19点) 90 35.2 

かなり多い(20点以上) 21 8.2 

結果は「平均的(９～13 点)」だった方が一番多く、次いで「多い(14～19 点)」、「少なめ(０～8

点)」の順に多い結果となりました。 

「多い」「かなり多い」の方が約 4割、「平均的」「多い」「かなり多い」の方が８割強でした。 

13.7%

43.0%

35.2%

8.2%
表４ 塩分チェックシートの結果割合

少なめ(0～8)

平均的(9～13)

多い(14～19)

かなり多い(20以上)

３点、２点を選択する方が多かったのは、「①みそ汁、スープ」は７割、次いで「②つけ物、梅干し等」

が約６割、「しょうゆやソースをかける頻度は？」が約４割でした。 



【資料３】 

①健脚チェック・けんトレ体験 

 

③適しおレシピ紹介 

 

⑤適しおサポーターブース（コープふくしま） 

 

②適しお味噌汁試飲体験（ヘルスメイト） 

 

④健康チェック（明治安田） 

 

⑥エントランスホールの様子 

市民センターイベント 
「GO!GO!健康体験DAY!!～たのしく健脚・おいしく適しお～」 

日 時     令和７年８月２６日（火） 午前１１時～午後１時３０分 

会 場     福島市市民センター１階エントランスホールおよび大ホール 

参加者数  200名 



第 3次福島市食育推進計画の推進について 

推進の方法 

→効果的な方法でそれぞれの目標項目に見合った内容を周知する 

主な対象 
 R6食育推進委員会より 

ダイジェスト版案の内容 
（見出し） 

関連の目標項目 媒体 

若い世代 

① 1日3食、バランスよく食べよう 3 1日 3食食べる人の割合の増加  

14 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事

を 1 日 2 回以上ほぼ毎日食べている

市民の割合の増加 

 

② 朝食を食べよう 4 朝食を欠食する人の割合の減少  

③ 野菜を食べよう 6 緑黄色野菜を毎日食べる人の割合の

増加 

動画 

こども 
④ 食事でとりきれないときは間食

で補おう 

18 甘い物を毎日食べる習慣がある子ど

もの減少 

実践版リー

フレット 

市民全般 

⑤ 「適しお」でおいしく食べよう 17 適しおを知っている人の割合の増加 適しおチラ

シ等 

⑥ 歯を大切にしよう 9 虫歯のない幼児の割合の増加 実践版リー

フレット、 

歯リーフレ

ット 

16 ゆっくりよく噛んで食事をしている市

民の割合の増加 

⑦ 家庭や地域で一緒に「食力」を育

んでいこう 

1 食育に関心を持っている市民の割合

の増加 

実践版リー

フレット 

2 食品の安全性に関する基礎的な知識

を持っている市民の割合の増加 

8 毎日家族と一緒に食事を摂る回数の

増加 

13 農林漁業体験を経験した市民の割合

の増加 

19 食品ロス削減のために何らかの行動

をしている市民の増加 

20 地域や家庭で受け継がれた郷土料理

や行事食、作法等を教わり、伝えてい

る市民の増加 

 

・1日 3食食べる人の割合の増加（２０～39歳男女） 

・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1日 2回以上ほぼ毎日食べている市民の割合の増加（全世代） 

・朝食を欠食する人の割合の減少（２０～39歳男性） 

 

どうしたら若い世代（特に 20～30代）に継続して関心をもって実践してもらえるか 
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厚生労働省ホームページ（健康日本 21アクション支援システム ～健康づくりサポートネット～）より 

https://kennet.mhlw.go.jp/tools/tools_nutrition/index 
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